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リストライブラリーからアプローチリストを登録する方法をご案内いたします。

※登録が完了すると、アプローチリスト一覧に追加されますので、アプローチリスト一覧またはアプローチ画面にてCSVダウンロードが可能です。

アプローチリスト登録はせず、CSVファイルのみダウンロードすることも可能です。

①上部メニューの「リスト」から「アプローチリスト」をクリックし、「アプローチリスト登録」を選択します。 2

①



②「リストライブラリーから登録」を選択します。

3

②



【補足】

今月のダウンロード件数は、ご契約内容によって異なり、

ダウンロード済み件数は、毎月月初になると0になります。

未ダウンロード件数は翌月への繰り越しは出来ませんのでご注意ください。 4



③「選択してください」をクリックすると、リストライブラリー一覧が表示されます。

※リストライブラリーには、BIZMAPS、マイナビ、リクナビ、iタウンページ、ハローワーク、食べログ等のリスト群が登録されており、

それらのリストを活用して、アプローチリストを作成することができます。 5

③



※このマニュアルでは、BIZMAPSからアプローチリストを作成する方法をご案内致します。

④「BIZMAPS_定期更新」を選択します。

ページ下部に該当件数と先頭50行の企業リストが表示されますが、

このままでは該当件数が多すぎるため、条件を設定し件数を絞り込んでいきます。 6

④



画面上部の 「リストの抽出を行ってください。」より、

地域やタグ、業種などの検索条件を設定して検索することで、該当企業を絞り込むことができます。

7



⑤地域で条件を絞る場合は、「地域の選択」をクリックします。

地域の選択画面が開きますので、地域、都道府県、市区町村の順に選択し、⑥「選択する」をクリックします。

※地域、都道府県のチェックボックスにチェックを入れると全てにチェックが入り、チェックを外すと全て解除されます。 8

⑤

⑥



【補足】 「全国選択/全国解除」にチェックを入れると、全国全ての市区町村にチェックが入ります。

※特定の地域だけを除いて、その他すべてにチェックを入れて検索したい場合に活用できます。

例えば、北海道だけ除いてその他の地域を検索したい場合は、「全国選択/全国解除」にチェックを入れます。

「北海道」のチェックボックスのチェックを外し、「選択する」をクリックします。 9



⑦タグで条件を絞る場合は、「タグの選択」をクリックします。

※タグとは、BIZMAPSが独自に作成したタグです。

タグの選択画面が開き、タグの一覧が表示されます。

例えば、「展示会」タグは、展示会に出展した企業リストが検索対象となります。 10

⑦



「タグ名」をクリックするとそれぞれのタグの詳細が表示されます。

「＋」をクリックすると、タグが確定され、右側の選択中のタグ一覧に追加されます。

※選択したタグを解除したい場合は、「×」をクリックして選択中のタグ一覧から削除できます。

⑧設定が終わりましたら、「選択する」をクリックします。 11

⑧



⑨事業タグで条件を絞る場合は、「事業タグの選択」をクリックします。

事業タグとは、それぞれの企業が行っている事業をタグ化したものです。

事業タグの選択画面が開き、事業タグの一覧が表示されています。 12

⑨



例えば、パソコン関係の事業を行っている企業リストを検索したい場合は、

検索ボックスに「パソコン」と入力し、「事業タグを検索」をクリックします。

「パソコン」が入っている事業タグの一覧が表示されますので、 「＋」をクリックすると右側の選択中の事業タグ一覧に追加されます。

⑩設定が終わったら、「選択する」をクリックします。 13

⑩



⑪業種で条件を絞る場合は、「業種の選択」をクリックします。

※業種は、BIZMAPSが独自に分類した業種となります。

業種の選択画面が開き、業種の一覧が表示されます。 14

⑪



「業種名」をクリックするとそれぞれの中業種が表示されます。

「＋」をクリックすると、右側の選択中の業種一覧に追加されます。

※選択した業種を解除したい場合は、「×」をクリックして選択中の業種一覧から削除できます。

⑫設定が終わりましたら、「選択する」をクリックします。 15

⑫



⑬特定の部署がある企業リストを検索したい場合は、「部署カテゴリーの選択」をクリックします。

部署カテゴリーの選択画面が開きますので、部署を選択し、⑭「選択する」をクリックします。
16

⑬

⑭



⑮さらに細かく条件を絞る場合は、「その他抽出条件」をクリックします。検索条件は下記となります。

・会社名 ・住所 ・事業内容 ・抽出設定（電話番号/メールアドレス/URL/電話番号利用可否） ・設立年 ・従業員数 ・売上高

・資本金 ・経常利益 ・事務所数 ・店舗数 ・工場数 ・決算月 ・フリーワード ・除外するワード ・キーマン検索 ・役職

・企業概要/住所/企業メールアドレス/代表者名/お問い合わせURLの有無 ・上場区分 ・サービス特徴 ・電話番号種別 ・会社種別 17

⑮



事業内容を複数指定して、OR条件で検索することができます。

「追加」をクリックして5件まで入力することができます。

※削除する場合は、「×」をクリックします。 18



検索条件を入力後、「情報なしも含む」にチェックを入れて検索頂くと

情報の記載がない企業も併せて表示させることができます。

19



例えば、アプローチ手法が「電話」の場合は、

その他の検索条件画面で、電話番号の抽出設定で、「ない場合は抽出しない」を必ず選択します。

⑯設定が終わりましたら、「選択する」をクリックします。 20

⑯



⑰「除外条件の選択」では、検索するリストから、特定の条件に一致したリストを除外することが可能です。

貴社アカウント内で既に禁止・注意先として登録しているリストを除外して検索したい場合は、

「禁止・注意先条件」の中から、どの情報と一致した場合に検索条件から除外するか選択します。

※こちらにチェックを入れて検索すると、検索結果が表示されるまでにお時間がかかりますので、件数を少なくした状態でお試しください。 21

⑰



選択している法人リストの検索結果内で、企業情報の重複があった場合、

どの情報が重複した場合に検索条件から除外するか選択します。

※先に登録されている1社が検索結果に残り、残りの企業が除外されます。 ※既に登録済みのアプローチリストとの重複チェックではございません。

※こちらにチェックを入れて検索すると、検索結果が表示されるまでにお時間がかかりますので、件数を少なくした状態でお試しください。 22



検索結果のうち、既にダウンロード済みのリストを除外することも可能です。

※デフォルトでチェックが入っております。

※「ダウンロード済み」とは、貴社のアカウント内でこれまでに1度でもダウンロードしたことがあるリストのことで、

SalesCrowdから削除したリストも含まれます。 23



検索結果のうち○○件のみ抽出する設定が可能です。

※例えば、今月ダウンロードできる件数が5,000件だけで、検索結果が6,000件であと1,000件削りたいとき、

検索結果の6,000件うち、指定した5,000件だけダウンロードできるよう、数値を「5000」と入力します。 24



SalesCrowdから架電できない電話番号を除外することも可能です。

25



現在使われていない電話番号を除外することも可能です。

※リストライブラリー一覧で「じゃらん 宿・ホテル_週次更新」を選択した場合は、表示されません。

⑱各項目にチェックを入れ終えたら、「選択する」をクリックします。 26

⑱



選択中の条件が表示されますので、

⑲条件を解除したい場合は「クリア」をクリックします。

⑳設定が終わりましたら、「検索」をクリックします。 27

⑲

⑳



ページ下部に検索結果の該当件数と先頭50行の企業リストが表示されます。

※該当件数が、今月ダウンロードする件数を超過していると「アプローチリスト情報入力」と「CSVダウンロード」ボタンは表示されません。

ボタンが表示されない場合は、検索条件を絞り件数を少なくしてください。 28



【補足】

「部署リストを抽出する」にチェックを入れると、

リストライブラリー内「部署リスト_定期更新」と同じ形式の検索結果が表示されます。

※チェックボックスは、「部署リスト_定期更新」のアクセス権限があるアカウントのみ表示されます。 29



㉑検索条件を保存したい場合は、「検索フィルター保存」をクリックします。

検索フィルター保存画面が表示されますので、㉒フィルター名を入力し、㉓「登録」をクリックします。
30

㉑

㉒

㉓



㉔保存後に画面を再読み込みすると、画面上部の検索フィルターに、保存したフィルター名が表示されますので、

次回以降、利用することが可能です。

31

㉔



このままアプローチリストの登録に進む場合は、㉕「アプローチリスト情報入力」をクリックします。

※アプローチリスト登録はせず、この場でCSVダウンロードをする場合は㉖「CSVダウンロード」をクリックします。

※CSVダウンロードした後、同じ条件で連続してアプローチリスト登録しないようご注意ください。 32

㉕

㉖



㉗アプローチリストを作成画面に遷移しますので、「リスト名」を入力します。

※リスト名は後から変更可能ですが、判別がしやすいように、

例えば「BIZMAPS_東京都23区内_△△業界」といった名称にすることをお勧めしております。 33

㉗



分割設定では、検索したリストを分割し、複数のアプローチリストとして登録することができます。

㉘分割するには、「アプローチリストを分割する」を選択します。
34

㉘



㉙分割数は、2~20の中から選択できます。

分割数を選択すると、それぞれのアプローチリストの件数が自動で均等に割り振られます。

※CSVファイルの総数が1000件、分割数が2件の場合は、500件のアプローチリストが2つ作成されます。 35

㉙



㉚分割後のアプローチリストの件数をご自身で指定したい場合は、「分割数を割り当てる」を選択し、

それぞれのアプローチリストの件数を入力します。
36

㉚



㉛分割した場合、リスト名の後半に連番が付くようになっております。

アプローチリスト名をご自身で指定したい場合は、この画面で入力します。

37

㉛



㉜「担当者」の「選択」をクリックします。

担当者選択画面で、ご自身にチェックを入れ、㉝「選択する」をクリックします。

※担当者や、その他の項目については、後から変更が可能です。

アプローチリストの各項目の詳細は、別のマニュアル「アプローチリスト一覧について」でご案内しております。 38

㉜
㉝



㉞ページ下部の「最終確認へ」をクリックします。

39

㉞



㉟確認画面で内容に問題ないか確認し、ページ下部の「登録する」をクリックします。

40

㉟



㊱アプローチリストの登録が完了すると、アプローチリスト一覧画面に追加されます。

※CSVダウンロードした場合はアプローチリスト一覧には追加されませんので

改めてCSVからリスト登録をお願いいたします。 41

㊱



【補足】

ダウンロードしたい場合は、アプローチ実行後、アプローチ画面にてCSVダウンロードが可能です。
42
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